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あきる野市・日の出町新学校給食センター建設工事設計業務委託

公募型プロポーザル方式実施要領

１ 事業概要

（１）目的

あきる野市及び日の出町は、学校給食センターの老朽化という共通の課題を解決するに当たり、国

における地方創生の取組、将来の人口減少等を踏まえ、広域連携による整備及び運営に向けた取組を

推進している。

あきる野市・日の出町新学校給食センター建設工事設計業務は、令和５年３月に策定した「あきる

野市・日の出町新学校給食センター共同整備・運営方針（実施計画）」（以下「方針（実施計画）」とい

う。）に基づき、児童・生徒に安全・安心なおいしい学校給食を安定的に提供するため、効率的かつ効

果的な施設の整備を目的として実施するものである。

（２）件名

あきる野市・日の出町新学校給食センター建設工事設計業務委託（債務負担行為）

（３）業務内容

「あきる野市・日の出町新学校給食センター建設工事設計業務委託仕様書」（以下「仕様書」という。）

による。

（４）履行期間

契約締結日の翌日から令和７年２月１７日（月）まで

２ 提案限度額（予算）

提案限度額は、８５，２８４，１００円（消費税及び地方消費税相当額含む。）とする。

なお、この金額は契約時の予定価格を示すものではなく、提案内容の規模を示すためのものであるこ

とから、仕様書に係る経費等の当該事業構築に係る全ての経費を含むものとする。

３ プロポーザル方式の目的

本プロポーザル方式は、受注候補者を特定するに当たり、価格のみの競争ではなく、事業者の実績、

経験、技術力、企画力等が受注候補者としての適格性を有しているかを確認するために行うもので、プ

ロポーザル方式に参加する事業者が提出する提案書等の内容及びヒアリング等の状況を評価し、最も高

い評価を受けた事業者を受注候補者として特定する。

ただし、参加する事業者がない場合又は参加する事業者の中に適格者がいないときは、受注候補者を

特定しない場合がある。

４ 実施形式（プロポーザル方式の選定方法及び理由）

（１）選定方法 公募型プロポーザル方式

（２）理由

建設工事設計は、あらかじめその内容が目に見える形になっているものではないため、価格だけで

選定することが適切であるとはいえない。

そのため、方針（実施計画）を踏まえ、学校給食の目標達成に向けた施設整備について専門的見地
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から提案を受けるため、参加意欲のある事業者を幅広く募ることができる公募型プロポーザル方式を

採用することにより、本事業実施に必要となる適性を有する事業者を選定するものである。

５ 参加資格

参加資格を有する者は、次の全ての要件を満たしている者とする。ただし、参加申込み後に、いずれ

かの要件に該当しないこととなった場合は、参加資格を取り消すものとする。

（１）東京電子自治体共同運営電子調達サービスを利用して入札参加資格審査申請を行い、あきる野市に

おける入札参加資格の登録がされていること。

（２）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定に該当する者でないこ

と。

（３）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき更生手続開始申立てがなされている者又は民事

再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づき再生手続開始申立てがなされている者でないこと。

（４）令和５年４月２６日（水）から６月２６日（月）までの間において、あきる野市競争入札参加有資

格者指名停止基準による指名停止措置又はあきる野市契約における暴力団等排除措置要綱（平成２２

年あきる野市通達第３７号）による入札参加資格停止措置を受けていないこと。

（５）建築士法（昭和２５年法律第２０２号）第２３条の規定による一級建築士事務所の登録を受けた者

であること。

（６）建築士法第２６条の規定による一級建築士事務所の閉鎖命令を受けていない者であること。

（７）平成２１年４月１日以降において、元請けとして、地方公共団体の発注する学校給食センター（１

日当たり５，０００食以上の学校給食を提供できるドライシステムを導入した施設の新築）の基本設

計及び実施設計の受注（契約）実績があること。なお、地方公共団体発注のＰＦＩ事業におけるＳＰ

Ｃにおいて、構成企業・協力等の企業として業務を行った設計業務実績も同種実績とみなす。

６ 日程

本プロポーザル方式は、次の日程で行うものとする。

項 目 日 程

公示（案件公表） 令和５年４月２６日（水）

参加申込書の提出期限 令和５年５月１１日（木）午後５時まで

参加資格審査結果通知 令和５年５月１７日（水）

一次審査結果通知 令和５年５月１７日（水）

質問の提出期限 令和５年５月２４日（水）午後５時まで

質問に対する回答予定日 令和５年６月 ２日（金）

企画提案書等の提出期限 令和５年６月１９日（月）午後５時まで

二次審査（プレゼンテーション・ヒアリン

グ）の実施
令和５年６月２６日（月）

審査結果の通知（発送） 令和５年６月下旬（予定）

審査結果の公表
※ 受注候補者として特定した者との契約

締結後
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７ 申込方法等

本プロポーザル方式への参加を希望する者（以下「参加希望者」という。）は、参加申込書（様式第１

号）等の書類を次のとおり提出すること。

（１）提出期限 令和５年５月１１日（木） 午後５時まで

（２）提出場所 あきる野市教育部教育総務課学校給食センター建設準備係

（〒１９７－０８１４ あきる野市二宮３５０番地 あきる野市役所２階）

（３）提出方法 持参又は郵送（郵送の場合は、必着とする。）

（４）提出書類

ア 参加申込書（様式第１号）

イ 法人登記事項証明書（写し）

ウ 事業者概要書（様式第２号）

エ 同種事業又は類似事業の実績を示す書類（様式第３号及び契約書の写し等）

オ 担当者の経歴書等

（ア）技術者の概要（配置人員及び技術者数）（様式第４号）

（イ）管理技術者及び主任担当技術者の経歴等（様式第５号及び様式第６号）

（５）提出部数 ２部（正本１部、副本１部）

８ 資格審査

参加希望者が資格要件を満たしているかについて審査し、参加資格の結果については、令和５年５月

１７日（水）に参加資格審査結果通知書（様式第７号）により、参加希望者に通知する。

９ 辞退届

参加申込書（様式第１号）を提出後に参加を辞退する場合は、持参又は郵送のいずれかの方法で、参

加辞退届（様式第８号）を速やかに提出すること。

１０ 一次審査

（１）審査方法及び内容

参加申込み時に提出された事業者概要及び担当者の経歴等について、「１３ 審査方法」の（１）審

査項目及び点数配分による事業者概要及び担当チームの実力により審査する。

（２）審査結果

一次審査の結果（二次審査実施の有無）については、令和５年５月１７日（水）までに参加承認を

受けた参加事業者（以下「参加事業者」という。）に通知する。なお、二次審査を実施することとなっ

た事業者は、「１２ 二次審査書類の作成及び提出」により、書類を提出すること。

１１ 質問票等の提出及び回答予定日

本プロポーザル方式に関する質問は、質問票（様式第９号）に記載の上、次のとおり提出すること。

なお、質問に対する回答は、受付したものから、随時、市ホームページに掲載し、質問に対する回答の

一覧については、令和５年６月２日（金）までに市ホームページに掲載する。

また、建設予定地の見学を希望する者は、現地見学申込書（様式第１０号）を併せて提出すること。
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なお、見学日等の詳細については、提出期限後に別途通知する。

（１）提出期限 令和５年５月２４日（水）午後５時まで

（２）提出場所 あきる野市教育部教育総務課学校給食センター建設準備係

（３）提出方法 電子メール又はＦＡＸ

１２ 二次審査書類の作成及び提出

（１）提出書類

ア 二次審査書類提出書（様式第１１号）

イ 企画提案書

方針（実施計画）、仕様書、特記事項等の内容を踏まえて以下の項目に従って作成すること。

表紙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・任意様式Ａ４ １枚

（ア）業務実施方針等について

ａ 業務実施方針

ｂ 業務の取組体制及び工程計画

ｃ 特に重視する設計上の配慮

ｄ その他業務実施上の担当チームの強み、特徴等

（イ）企画提案課題について

ａ 食物アレルギー対応専用調理室の整備、事故防止等に関する

考え方について

ｂ ライフサイクルコストの縮減及び将来的な児童・生徒数減少

への対応に関する考え方について

ｃ 地球環境及び周辺環境への配慮に関する考え方について

ｄ 厨房機器の選定、配置等に関する考え方について

ｅ 安全・安心な学校給食の安定的な提供に関する考え方につ

いて（上記ａ～ｄを除く。）

ウ 参考見積書（価格提案書）及び参考見積書内訳書・・・任意様式Ａ４

参考見積書（価格提案書）の金額は、税抜価格で記載すること。参考見積書（価格提案書）の金

額に消費税及び地方消費税を加えて得た額が「２ 提案限度額」に示す額を超過した場合は、無効

とする。

（２）提出書類作成に当たっての注意事項

ア 申込みは、１事業者につき、１件とする。

イ 提出書類に虚偽の記載があった場合又は不正行為があった場合は、失格とする。

ウ 原則として、提出書類の内容変更はできない。

エ 企画提案書には、事業者を特定することができる内容の記述（具体的な事業者名や実績の名称等）

を記入しないこと。

オ 視覚的表現については、文章を補完するために必要な範囲においてのみ使用できるものとし、設

計の内容が具体的に表現されたものにならないように注意し、具体的な図面、模型（模型写真を含

む。）、透視図等を使用しないこと。なお、文章を補完するための写真、イラスト及び部分的なイメ

ージ図は使用できることとする。

任意様式Ａ３ ３枚以内

任意様式Ａ４ １枚
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カ 文字の大きさは、１０．５ポイント以上とする。

（３）提出期限等

ア 提出期限 令和５年６月１９日（月）午後５時まで

イ 提出場所 あきる野市教育部教育総務課学校給食センター建設準備係

ウ 提出方法 持参又は郵送（郵送の場合は、必着とする。）

エ 提出部数 ２０部（正本１部、副本１９部）

１３ 審査方法

本プロポーザル方式のために組織された審査委員会において、参加事業者の提出書類を評価・採点し、

最高得点を得た事業者を受注候補者として特定する。

次の審査基準（審査項目及び点数配分）に基づき審査する。

（１）審査項目及び点数配分

No. 評 価 項 目 評 価 事 項 点数配分

１
一
次
審
査

事業者概要
同種施設の設計業務実績、有資格者

の在籍数等により評価する。
５％

２ 担当チームの実力

担当チームにおける技術者の保有

資格、業務実績（立場・件数）、ＣＰ

Ｄ取得単位等により評価する。

１５％

３

二
次
審
査

業務実施方針等

担当チームの取組意欲や本事業の

理解度、本業務実施に際しての基本

コンセプト、設計上特に配慮する事

項、業務への取組体制等について、

的確性、独創性、実現性等を考慮し

て、総合的に評価する。

３０％

４

企
画
提
案
課
題

ａ 食物アレルギー対応専用

調理室の整備、事故防止等に

関する考え方について

法的要件（学校給食法等）を遵守

した上での提案内容の的確性、独創

性、実現性等を考慮して、総合的に

評価する。

１０％

５

ｂ ライフサイクルコストの

縮減及び将来的な児童・生徒

数減少への対応に関する考

え方について

１０％

６

ｃ 地球環境及び周辺環境へ

の配慮に関する考え方につ

いて

５％

７
ｄ 厨房機器の選定、配置等に

関する考え方について
５％

８
ｅ 安全・安心な学校給食の安

定的な提供に関する考え方
５％
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（２）その他

ア 最高得点を取得した者が２者以上ある場合は参考見積書（価格提案書）の低い方を上位とし、参

考見積書（価格提案書）も同額の場合はくじにより決める。

イ 出席した審査委員の評価点を合計した点数を、出席した審査委員の数で割った点数が満点の５分

の３に満たない参加事業者は、受注候補者として特定しない。

ウ 提出書類が所定の形式に適合していない場合、期限までに提出されなかった場合又は提出書類に

虚偽の記載をした場合は、失格とする。

１４ 二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）の実施

次のとおり、プレゼンテーション及びヒアリングを行う。

（１）開 催 日 令和５年６月２６日（月）

（２）場 所 あきる野市役所庁舎内を予定

（３）所要時間 １事業者につき、４０分以内（審査前後の準備作業を含む。）

（４）内 容

ア 企画提案書の説明（２５分以内）及び質疑応答（１０分程度）

イ 提出した企画提案書の内容についてプレゼンテーションを実施すること。また、パソコン、プロ

ジェクター等の機材を使用する場合は事前に申し出ること。なお、プロジェクター及びスクリーン

は市で用意するが、パソコンは持参すること。

（５）説明者

企画提案書の説明及び質疑応答は、本事業の担当予定者が行うこととし、会場に入室できる者は４

人までとする。

（６）集合時間

参加事業者ごとの集合時間等は、別途通知する。

１５ 審査結果の通知及び公表

参加事業者全員に対し、審査委員会において審査した結果を審査結果通知書（様式第１２号）により

通知する。

審査結果については、受注候補者として特定した者の名称及び点数並びに参加事業者の点数（事業者

名は非公開）を市ホームページで公表する。なお、審査委員会における審議の内容は、非公開とする。

について（上記ａ～ｄを除

く。）

９ 質疑応答
説明内容、説明態度、質疑に対す

る回答の的確性等を評価する。
１０％

１０ 参考見積書（価格提案書）の妥当性
低価格・適正価格であり、予算内

での実施が可能かを評価する。
５％

合 計 １００％
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１６ 契約の締結

契約の締結に当たっては、受注候補者の特定後、速やかに随意契約の手続を行い、契約を締結する。

仕様書の内容については提案された内容を基本とするが、市との協議により内容を一部変更した上で、

契約を締結することがある。

なお、契約に当たっては、改めて見積書を市の契約担当部署に提出するものとする。

１７ その他留意事項

（１）本プロポーザル方式の参加に係る全ての費用は、参加事業者の負担とする。

（２）提出期限以降における提出書類（企画提案書等）の修正及び変更は、認めないものとする。ただし、

やむを得ない理由により、修正又は変更が生じた場合で、市が承諾したときは、この限りでない。

（３）提出書類に虚偽の記載をした場合は、提出書類を無効とするとともに、あきる野市競争入札参加有

資格者指名停止基準に基づき、指名停止措置を行うものとする。

（４）提出書類の返却は、行わないものとする。

（５）提出された企画提案書等は、あきる野市情報公開条例（平成９年あきる野市条例第１７号）に基づ

き、情報公開請求の対象となる。ただし、受注候補者の特定に影響が出るおそれのある情報について

は、受注候補者として特定した者との契約締結完了後の公開とする。

１８ 本プロポーザル方式に係る問合せ先

あきる野市 教育部 教育総務課 学校給食センター建設準備係

所 在 地：〒１９７－０８１４ あきる野市二宮３５０番地

電 話 番 号：０４２－５１８－７１０８

ＦＡＸ番号：０４２－５５８－１５６０

メールアドレス：110101@akiruno-info.tokyo.jp


